
「令和」の予測困難な時代への突入！

社会が求める能力は変化しています。

昔のようにみんな一緒、みんな同じことが

できることより、新しい価値や方法を見出せる

力や予測困難な時代に知恵を絞り考え、切り開いて

いく力を求められています。

TVCMでご覧になったことありませんか？２０５０年には、今

ある仕事の５０％が AIやロボットに代わっていくと…。

保育所・幼稚園等では人間形成の土台となる「生きる力」

を育み、「遊び」を通して「考える力」や「学びの基礎

（学習の基盤）」「非認知能力の基礎」を培っていきます。

たかが「遊び」されど「遊び」です。

まずは、自分の「好き」「楽しい」を見つけること。

好きな遊びが見つかると、対話が生まれ言葉が増えます。

人との対話が生まれるとコミュニケーションが広がります。

コミュニケーションが広がると人とつながっていきます。

人とつながっていくと一人から二人へ、三人へと広がって

いきます。やがては、小集団（グループ）から集団（学級）へ

…協同・協力できるのです。

子どもの成長期は、ほんのわずかな時間です。

一緒に子どもの成長を楽しみ、面白がり…時には悩みま

しょう。子育ては手間暇かかるものです。思うようには

進みません。一緒に手間暇を惜しまず楽しみましょう。

南丹市で遊び、学んだことは「一生の宝物」と感じて

いただけるように保育者は、子どもたちの成長を支え

“子どもど真ん中”の保育、子ども主体の保育を

大切に考え、変換中です。一つ一つ学び、丁寧に進

めています。

「 「安心・安全・居心地感」を考えて保育室の環境

を整えています。

保育室には、様々な遊びのコーナーが用意され、

子どもたちは自分のしたい遊びを選びます。

自己選択・自己決定・自己実現を遊びを通じて体

感していきます。

自分のしたい遊びを夢中になって遊べるよう

に！没頭して遊び込めるように！

遊ぶ楽しさや面白さを実感すると…「もっと、やりた

い」「もっと、知りたい」…学びの芽が広がっていきます。

遊び込める子どもは、学び込める子ども…と言われ、

学校教育への学習する姿勢につながっていくのです。

乳幼児期の大切な時を「南丹市」で過ごし、お子様の成

長を見守り、人間力を育みませんか。

南丹市教育委員会

こども家庭センター

幼児教育・保育推進課

保育人材も募集中！！


